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教育目標 「愛顔でより良い未来に向かって努力する子供の育成」   文責：校長 

 

一瞬一瞬の 自分の「言葉」＆「態度」＆「行動」に

意識的に「愛顔」を添えていくからこそ 

身に付く「人間力」があります！ 

 

 

 
 

昨日 ９月 20 日（火）、１８日（日）の予定だった外海中学校

との合同体育祭が開催されました。台風１４号の接近のため、先生

方や保護者の皆様をはじめ、多くの方々が心配をし、連絡調整をし

ながら開催できたこと、池島っ子が参加できたことがなによりもあ

りがたいことだと思います。 

私は、体育祭の絵練習・準備から外海中にお世話になっています

し、会場準備は当日の朝しかできないこともあって、６：００過ぎ

に外海中に出向きました。その時、外海中の教頭先生（体育担当）

は、すでにグラウンドで準備中でしたので、私も久しぶりに気持ち

よくライン引きをしました。しばらくすると、外海中や池島中の先

生方、外海中の生徒たちも準備に参加され、瞬く間に準備が完了し

ました。 

その後、ＰＴＡ種目を除くプログラムで体育祭は進行されました

が、終りのあいさつで述べた通り下記のような、 

「ありがとうございます！」「一生懸命はかっこいい！」 
をたくさん感じた体育祭でした。 

 

★「おはようございます！」という明るいあいさつ、 

★呼名された時の「はい！」という元気な返事 

★自分からてきぱきと係の仕事をする姿 

★会場のみなさんにしっかり伝わる生徒会長のことば 
そしてなによりも 

★全力で競技や演技に臨む態度 
 

いかがだったでしょうか！？ 



 

  

池島っ子も外海中の生徒たちも、一人一人にとって、この秋という

季節を「実りのある秋」にするために、私達教師が、そして保護者の

方々が、一番身近な大人として何を伝え、何を意識させていけばいい

のか・・。 もちろん今回の体育祭での頑張りを賞賛し、生徒の自己

肯定感や自己有用感を高めていくことはとても大切なことだと思いま

す。しかし、それだけで終わらせるのではなく、「体育祭の輝き、そし

て頑張りを、次は自分の生き方につなげていく」、その方向性を示唆

し、新たな一歩につなげられるよう支援していくことも、より必要な

ことです。 

そして、そのために大切なこと・・、 

「あいさつは自分からやらなくちゃな！」とか 

「周りの人たちに感謝の気持ちをもたなくちゃな！」とか 

「しっかりとまわりのよいところを取り入れていかなくち

ゃな！」 

など、自分のこれまでの言葉や態度、行動を振り返って、実際

に言動にうつしていくことです。 
引き続き温かい励ましの声かけをよろしくお願いします。 



 


